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ノ

ノ

､

、

九
州
史
學
脅
蒜
季
學
術
大
含
は
西
日
本
史
學
愉
と
共
同
主
催
を
以
っ
て

六
月
三
・
円
日
の
両
日
に
亘
り
九
大
丈
學
部
に
於
て
開
催
き
れ
た
。
先
ず

，
／

蹄
一
日
は
西
日
本
史
學
絢
各
支
部
代
表
の
研
究
發
表
、
錐
二
日
午
前
は

日
・
束
・
西
各
科
別
研
究
發
表
、
午
後
は
公
開
誰
減
が
行
わ
れ
、
西
日
本

各
地
か
ら
参
難
の
含
瓜
は
二
百
名
を
越
え
、
維
始
拠
華
汪
發
表
、
活
溌
な

討
硫
が
展
開
き
か
盛
命
で
あ
っ
た
。
公
開
誹
減
題
目
並
び
に
研
究
發
表
は

次
の
通
り
で
あ
る
Ｏ公

開
講
淡

○
古
代
中
岡
に
於
け
る
嬬
姻
の
季
節
に
つ
い
て
松
０
本
・
雅
明

○
日
本
の
荘
園
制
と
封
建
制
竹
内
理
三

各
支
部
代
表
研
究
發
表
・

蒙
古
の
旗
・
蝿
に
つ
い
て
楠
本
達
男
（
大
分
）

細
川
蒜
株
政
よ
り
見
た
る
庶
氏
の
生
活
森
田
誠
一
（
熊
本
）

中
世
に
於
け
る
知
識
傳
播
に
つ
い
て
の
考
察
長
友
楽
三
郎
（
宜
崎
）

武
家
防
府
の
成
立
松
岡
利
雄
（
山
口
）

鷹
脇
丈
需
拝
見
波
多
野
暁
三
（
祁
岡
）

薬
報

●

１
１

、

九
州
史
學
會
春
季
學
術
大
會

_互今

栞
＝

〆

報

ノ

』
〆

1

店
代
の
假
子
制
に
つ
い
て
矢
野
主
税
（
長
崎
〉

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
於
け
る
非
キ
リ
ス
ト
教
化
通
勤
一

西
海
太
郎
（
佐
殻
〉

鹿
兒
渇
鵬
日
粧
郡
町
布
施
造
蹴
に
つ
い
て
河
ロ
貞
徳
（
鹿
兒
蝿
）

安
閏
寺
迩
賊
に
つ
い
て
森
貞
次
郎
（
稲
岡
）

（
支
部
代
表
研
究
發
表
の
要
旨
は
「
西
日
本
史
學
」
第
餌
魏
に
掲
載
）
」

〃

各
科
別
研
究
發
表
題
目
’

一

國
史
一
部
會

愛
孜
期
に
於
け
る
郡
司
に
つ
い
一
』

鈴
木
鋭
彦

記
紀
に
表
わ
れ
た
氏
族
の
系
譜
陳
田
敏
丸

村
の
協
同
恢
行
（
特
に
公
役
に
つ
い
て
）
．
富
樫
卯
三
郎

「
法
堆
經
の
五
巻
」
に
つ
い
て
”
飯
田
一
郎

装
怖
古
疵
稻
荷
山
調
在
概
要
海
士
與
市

豐
臣
秀
吉
の
粘
抑
醤
畢
的
研
究
王
丸
鱒

〃

・
肥
後
平
野
の
條
里
制
杉
。
本
伺
雄

日
本
古
代
國
家
の
秤
検
討
布
村
一
夫

先
史
昨
代
に
お
け
る
貯
識
客
に
つ
い
て
．
田
頭
‐
喬

永
久
の
乱
に
つ
い
て
、
飯
田
久
雄

東
洋
史
部
會

・
麿
代
官
吏
の
俸
料
と
洗
課
の
關
係
に
つ
い
て
松
永
雅
生

遼
の
四
桃
に
つ
い
て
平
烏
誕
義

白
朧
易
の
佛
激
傭
仰
に
つ
い
て
撫
足
正
侭

一
一
七

1

Ｉ



1J

､
qﾛ

、

ワ

奨
報

北
宋
前
年
期
の
市
馬
法
古
川
新
卒

洛
陽
伽
雌
記
エ
リ
兄
た
る
北
魏
佛
塔
・
船
木
勝
馬

中
國
に
於
け
る
所
剛
典
禰
問
題
吻

伊
東
隆
夫

解
決
に
つ
い
て

租
調
に
見
る
新
所
書
の
埴
郡
に
つ
い
て
河
原
由
郎

清
朝
文
字
の
減
に
つ
い
て
、
水
原
求
光

束
周
職
樂
除
談
商
村
孝
治

（
以
下
時
間
の
都
合
に
よ
り
未
發
表
）

副
都
統
衙
門
の
組
織
、
江
腸
毒
雄

硴
末
三
國
の
鼎
立
と
大
陸
と
の
開
係
．
日
野
開
三
郎

唐
代
の
計
帳
に
つ
い
て
鈴
木
俊

西
洋
史
部
會

チ
ャ
ー
チ
ス
ト
通
勤
の
猿
頭
堤
市
三

リ
ン
カ
ー
ン
と
奴
隷
解
放
宜
言
森
耐
三

ド
ー
ソ
ン
ー
と
ト
イ
ン
ビ
ー
波
邊
躁
治

、

ピ
ス
マ
ル
ク
い
「
豪
蕪
報
告
」
に
つ
い
て
田
、
中
友
次
郎

三
部
倉
と
カ
イ
エ
ル
に
つ
い
て
首
藤
助
阿
郎

エ
ラ
ス
ム
ス
に
つ
い
て

讃
井
蛾
男

Ｂ
垣
、

研
究
發
表
要
旨
（
到
論
の
分
の
み
）

園
、
史
部
會鍵

質
期
に
於
け
る
郡
司
に
つ
い
て鈴

木
．
鈍
彦

郡
司
は
岬
に
改
愛
あ
る
も
概
ね
譜
節
制
の
も
と
に
綴
氷
さ
九
．
て
来
た
。

然
し
延
喜
天
雁
砿
よ
り
譜
錐
の
郡
司
は
次
第
に
姿
を
消
し
て
行
っ
た
。
又

凸
■
々
で
、

、

1
1

’
一
一
八

こ
の
晩
か
。
Ｄ
郡
判
に
現
れ
る
戦
名
も
大
領
少
領
等
の
外
に
惣
行
率
、
大
行

Ｐ

事
、
閥
司
代
、
國
目
代
そ
の
他
の
新
名
稲
が
現
れ
て
来
た
。
之
は
図
司
の

遙
任
に
伴
う
郡
司
の
在
鹿
宮
人
化
と
深
い
闘
辿
の
あ
る
謀
は
既
に
説
か
れ

て
い
る
が
、
誰
節
の
郡
司
の
装
亡
に
つ
い
て
は
未
だ
充
分
明
ら
か
で
な

い
。
安
蕊
園
問
田
郡
の
郡
司
藤
原
氏
は
誘
錐
の
郡
司
と
し
て
平
安
後
期
迄

、

続
い
た
燕
保
延
年
間
成
孝
の
時
に
、
主
税
椛
助
中
原
師
長
に
所
領
を
譲

渡
す
る
に
玉
つ
一
〕
い
る
。
而
し
て
矛
ら
誕
壯
に
「
於
下
司
者
、
以
成
孝
之

子
孫
可
令
宛
行
給
也
」
と
あ
っ
て
、
中
原
氏
の
下
司
と
た
り
．
政
袖
の
表

面
よ
り
退
い
て
み
る
。
更
に
承
安
四
年
中
原
氏
が
碓
腸
祁
献
に
問
田
郡
を

寄
進
し
て
預
所
職
と
た
っ
た
際
も
「
以
成
孝
子
孫
補
下
司
聯
」
を
わ
る
Ｏ

即
ち
向
田
郡
の
誹
錐
の
郡
司
藤
原
氏
は
、
新
勢
力
の
便
入
す
る
に
従
い
畝

そ
の
政
淵
的
地
位
か
順
次
降
下
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
諮
節
の

郡
司
の
没
落
の
一
刻
と
し
一
」
考
え
う
る
で
あ
ら
う
。

八
記
紀
に
表
。
わ
れ
た
氏
族
の
系
譜

原
田
紋
丸

記
紀
に
於
け
る
「
何
某
之
祁
」
と
い
う
記
事
の
統
計
に
雑
い
て
、
日
本

秤
紀
よ
り
も
背
率
．
記
の
方
釈
氏
族
の
系
訓
を
示
す
意
識
か
弧
く
，
．
而
も
そ

の
熊
庇
は
術
に
古
率
記
の
方
が
よ
り
統
一
的
で
あ
り
、
皇
室
へ
よ
り
集
巾

的
傾
向
を
持
つ
．
て
い
る
率
を
諭
證
し
た
。

村
の
協
同
砿
行

１
時
に
ク
ャ
ク
に
つ
い
て
Ｉ

↓
垂
０

弼
樫
卯
三
郎
．

里

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｐ
Ｉ
ｌ
－
ｌ
ｌ
■
可
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

／
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C

亭 倖 題 藻 向

濯 両 ． 冷 罵 ｓ 悪

妻 詫 謎 悌 窮 岡

寓 】 熱 い 催 酬

． ・ 揃 坤 丙 叶

簿 Ⅲ 鞠 執 一 、 蛍 ８ 一 喜

曲 瓢 冨 胤 蟄 蕗 諏

鞘 時 讓 散 一 蒔 健 聯庵 巳 瞳 向 母 再 Ｉ

ご 釦 三 部 彗 罰 ぐ グ 小 ｄ 口
ｓ

ｏ 識 斡 癖 鐸 《 鱗 率 辛 一 零

爵 寓 寓 、 没 罫 尋

寓 群 ． ｓ 寓 丙 鶉

や 漁 瀧 ｎ ｓ 再 掴

己 ． ・ 冷 齢 室 ‐ 営

垂 画８ ｄ 第 再 ・ か

封 弔騨 罵 芦 鴬 旨 瞳

汗 菫 一 二 問 （ 、 雪 毒 Ｉ 鳳 溌

】 ６ 戦 専 豐 噺 Ｈ

“ 煎 雷 メ ー ハ ッ

搾 搾 鰐 率 蘂 響 一 答 ‐

汽 弊 包 曹 』 房 一 房

】 戦 言 砂 苓

卑 蛍 汁 蓋 が 罫 認

浬 庫 叡 瞳 弐 高

１ Ｊ 賀 樫 ｎ ． 鶴 再 ↓

Ⅲ 鬮 細 謹 互 互 亨

・ く ・ Ｓ Ｓ Ｓ 叶 畔 冨

い い 押 再 ・ 籍 慧 苔 惑

Ⅱ 砦 昔 塞 垂 什 卦 箆 偶

川 八 佇 溥 耳 計 再 蜀 ・

房 ぐ ． 岬 温 甥 肖 副 “ ｇ ‐ 房

駕 醗 〈 慨 什 察 書 さ ｕ 憩〆 ・ 誤 ！ 扉 婁 蔑 ６ け 制雪 寸 弾 ｊ 蛍 母 制 片 向 顛三 亘 ｒ 擶 田 已 旨 獣 嘉

ｅ扉 蕊 八 調 堂 診 苣 、 鷲 掴

詩 料 ぐ ／ 苔 僖 部 門 製 室 寮

冨 憩 叡 息 避 ６ 吋 升 ６ ． 、 肥

料 ｉ 齢 惚 時 含 計 三 判 琶

異 ｌ ｓ ｒ 儲 汽 が 耳 酬 門

！ 鷲 ・ 頂 言 動 晶 謝 百 劃 － ， ６

苦 熱 跨 纒 ◎ 託 ↓ 未 騨 ‐ 謁 雷 タ

グ 国 、 ｕ ハ （ 。 丙 ご 〃 ヴ 蓉 琶 三 八 雷 八

卦 軸 隷 謁 ゞ ・ 極 率 鐸 需 慧

唱 斜 覇 琶

践 料 炉 蓋 誹 磑 調 滑 誇 、 ．

》 》 》 》 》 》 罪 雫 蕉 ・

圓 十 騨 宗 註 茸 雲 八

＝

”

零 苛 時 寓 菅 伸 び ｓ 即 零 Ｉ 過 内

嶺 越 一 、 ｓ ザ ・ 令 ・ 々 序 減 一 辱 湯 野 ぐ 〃 詮 ．

噂 汁 汁 苦 哉 ． 調 村 鳶 列 叡 ・ 寺 甑 ６

６ 、 岬 再 び シ 静 狩 蔑 對 Ｃ ｌ 對 蔑 ‐ 蔑

雪 ６ 娼 胖 薄 俄 汐 霞 寺 、 虹 “ ・ ↑ 副

噌 ． 潮 ８ Ｊ 侭 ｒ 兜 仔 、 叩 斗 慰 隷 富 。 ↓

否 毒 ， 雛 一 、 ぐ 〃 ‐ ｎ 剴 峅 百 弾 画 計 器 動

鋪 戟 小 計 号 ぐ ． 蕗 管 母 ’ 一 、 再 剖 湧 峠

〈 ↑ や １ ． § 』 ４ 聯 き 計 汁 野 埼 郡 ６ Ｆ

、 画 風 神 唖 ・ 茸 詫 凶 同 上 、 瑚 箭 ‐ 、

鷺 ６ 一 斗 ｏ 汁 押 湯 口 端 散 、 寺 蔦 や

葛 Ⅲ 埼 轡 ・ 菅 鵡 丙 曽 『 ひ 肩 、 苔 璽

罵 延 一 弓 丙 営 渕 、 幸 高 砂 静 母 緋

弓 卑 謹 ｄ け 彗 諏 ｓ 、 蚕 普 汁 吋 ｓ 酋

鶯 、 室 寓 ご 湯 罵 ｕ 唾 汁 寧 ぐ ゞ 重 嚥 ，

ｓ 増 ト シ “ 諜 菌 デ ト 鵡 令 口 両 ‐ 一 、

菫 寸 々 〃 蝉 眺 撚 潟 、 ゐ ぐ “ 蕊 ６ ６ 濫 過

劃 野 。 ご 靭 計 蕾 岳 心 富 諜 曽 管 佇

騨 ‐ 価 、 瀧 万 ン 罵 謝 更 湯 、 ノ 砂 涌 時 、

聯 砂 院 炉 四 季 向 、 誤 ｄ 守 寺 蝉 ご 馬

云 い 罰 け 障 作 再 峠 母 ・ 澤 野 Ｏ ・ 一 物 菅

峅 ○ 群 ｖ 写 。 ？ １ ゞ 洋 叡 叡 斗 避 野 酎

匙 己 ０ 尺 Ｕ ・ 蓮 』 〆 印 く こ ご 帥 Ｏ い 、 記 〃 ‐ 一 も ↓ 可

汁 謡 Ａ 哩 碍 亘 斗 号 ザ １ ｓ 高 野 瀞㎡ Ｊ り

ぐ ″ 斜 坤 加 談 門 野 〆 心 ミ ゲ ・ Ｉ ￥

・ 顔 齢 誹 眺 玉 再 ． ０ 画 半 Ｓ ｍ Ⅲ 剣

・ 黙 丙 返 ｒ 々 “ 由 八 詩 、 ／ ｋ ￥ ↑ く ず

犀 剣 隷 八 ． ① 汁 写 鶚 峠 再 口 卑 菅

〆

６ 闘 罫 震 面 ． 茶 罫 標 卦 罰

ｄ 烹 司 ・ 課 も 渦 裁 け ず 蛍

再 ｛ 蒔 罰 曙 が 侭 淵 悌 亨 聯 津

黛 ６ 戦 霞 戸 酎 ６ ６ 〆 、 応 需

々 〃 餅 畿 ・ 毒 鴬 幕 、 蛍 ． 制 要 ６ 蕗

号 ６ 〈 蝋 ｓ 蒔 牌 府 翁 彗 瞳

佇 踊 ・ 漁 号 叫 Ｊ ・ 厨 ・ 岬 ． 隣

漂 寸 鴬 ・ 会 函 南 』 糯 鴬 爵 鴎

ず ご ｓ 浅 更 汁 鳶 ． 、 ６ 寓 蚕

営 胤 升 薩 曝 岬 嘩 幕 誌 罫 僻

叡 苛 道 庁 累 計 尋 戸 詞 扉 普

。 〈 丙 胖 門 噛 一 蒔 申 Ｊ ‐ 茅 霧 》 神

〆 麗 丙 さ 苫 く 廻 入 端 伊

蚕 廿 ・ 樵 詩 寓 没 寺 ６ ６

厘 号 壽 ・ 這 騨 ・ 寓 伊 ↓ 刺 峠

壽 汁 訣 丙 嚴 淵 侭 此 計 錯

増 議 ６ メ ー Ｆ 寛 黄 が ． 抑

鵲 蟄 一 蓋 ０ 汁 ６ 龍 醇 剥 炉

丙 冨 苫 八 作 斗 溌 創 ‐ 調 苦

跨 穀 門 戸 飼 認 寓 侭 雪 が

叡 伊 鼠 “ ず 脚 ６ 誌 猷 ｏ

冨 ・ 謙 燕 営 噛 営 鳶 闇 司

皐 削 時 蟄 叡 頓 齢 ６ ６ Ｆ

鮮 罰 景 丙 〃 。 ・ 吋 盆 八 索 八

悪 両 で 謡 ひ 周 ・ 刺 儲

索 驍 〆 叫 ． Ｆ 叶 併 誌 懲

ｒ 蝋 潭 〆 が 辱 幽 菩 欝 両

神 〈 議 琳 ・ 詳 恨 囲 靭

F、

〃

も
、



含
ｆ
Ｈ
旧
旺
日
旧
Ⅱ
■
湘
冊
旧
旧
旧
厘
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奨
報

隙
水
」
箙
徳
年
側
の
署
弓
玄
察
日
氾
」
並
び
に
現
地
訓
充
の
紬
果
、
慶
抵

以
降
の
沼
地
の
干
拓
、
浬
田
２
一
毛
作
田
化
に
伴
う
排
水
路
及
び
耕
地
整

理
の
結
果
今
の
形
態
が
生
嘘
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
わ
か
り
、
㈲
例
は

加
藤
柵
正
山
治
水
事
業
に
よ
る
干
拓
と
》
て
ぬ
後
の
二
毛
作
田
化
の
た
め
の

用
排
水
路
の
方
向
過
あ
る
こ
と
か
明
ら
か
で
あ
る
。

㈲
は
阿
蘇
丈
書
二
九
號
に
よ
っ
て
天
稲
二
年
に
、
伽
竺
三
○
雛
に
よ

っ
て
丈
永
十
一
年
に
、
里
坪
制
の
存
在
し
た
こ
と
が
砿
か
で
あ
る
か
、
雨

地
域
と
も
肥
後
平
野
の
遥
維
部
に
あ
た
り
、
㈲
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
何
現
地
で
の
證
明
が
困
難
で
あ
る
か
、
㈱
は
川
間
の
狭
隆
な
谷
地
に
分

散
的
に
存
在
し
て
い
、
て
注
側
す
雪
へ
き
形
式
で
あ
る
。
、

上
代
の
食
物
貯
減
稗
に
就
い
て
／

田
頭
喬

我
が
園
先
史
昨
代
の
遥
賊
調
杢
に
際
し
て
、
時
灸
發
見
き
れ
極
め
て
小

形
一
卜
し
て
、
且
つ
比
較
的
深
い
堅
穴
違
、
上
代
に
於
け
る
食
物
貯
雛
の
寝

と
し
て
意
義
付
し
そ
の
様
祁
を
解
明
せ
ん
と
す
る
。
そ
の
偏
に
、
呉

艘
的
た
對
象
と
し
て
、
栃
木
孵
槻
木
押
・
佐
例
螺
千
足
の
繩
丈
式
小
形
竪

穴
、
久
ケ
原
・
府
古
・
飯
塚
市
概
三
緒
・
脚
市
立
砦
の
そ
れ
を
探
り
上

か

げ
、
こ
れ
に
發
表
者
の
最
近
調
査
垂
量
耐
岡
暁
京
都
郡
雁
川
町
小
學
校
庭

の
十
八
個
の
竪
穴
の
究
盟
を
加
え
述
べ
、
エ
ロ
号
扇
○
口
の
北
支
仰
詔
住
居

阯
の
そ
れ
、
句
○
国
Ｒ
の
ど
、
画
８
の
展
昌
①
晶
昌
胃
口
．
国
８
言
目
の
．

○
圏
◎
の
○
四
島
⑦
古
詳
等
の
研
究
も
合
進
考
え
た
。
か
く
て
、
こ
の
諏
四

小
型
竪
穴
に
通
有
の
時
性
を
究
肌
し
、
勝
に
。
そ
の
彌
生
式
時
代
に
盛
行
す

◆

九

弐
・

ダ

１
１

一
二
○

る
事
よ
り
起
乃
．
彌
生
式
時
代
に
於
け
る
陛
業
の
池
展
粗
、
及
び
》
〆
』
の
一

遼
蹴
に
於
け
る
配
慨
様
式
や
佃
殿
か
ら
や
古
史
に
云
う
『
戸
』
の
形
態
な

り
、
氏
族
制
礎
生
期
の
問
題
詮
考
察
し
た
Ｏ

承
久
の
乱
に
つ
い
て

飯
‐
田
久
雄

古
代
か
ら
中
仙
へ
の
愛
準
の
棚
題
は
中
世
史
の
分
野
に
於
い
て
現
在
堆

も
附
心
を
蕊
め
一
Ｌ
い
・
る
研
究
》
ア
ー
マ
毛
圦
の
ろ
。
之
に
闘
挫
し
て
錐
愈
政
椛

の
性
絡
測
定
は
亜
要
た
意
味
を
も
三
』
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
鰯
に
は

鎌
倉
政
椎
の
政
沿
的
、
肺
會
的
、
経
済
的
椛
迭
が
徹
底
的
に
分
析
き
れ
把

握
さ
か
趣
ぱ
た
ゞ
し
た
い
○
今
は
永
久
の
乱
が
古
代
と
中
批
を
劃
す
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
タ
ル
た
郡
件
即
ち
古
代
克
服
の
没
後
の
段
階
で
．
あ
っ
た
と
す
る
石

母
田
砿
氏
と
夫
を
否
定
し
て
率
ろ
南
北
朝
内
乱
こ
そ
古
代
祉
會
と
封
碓
祇

脅
を
砿
切
る
沌
亜
た
そ
．
し
て
舟
後
的
た
革
命
で
あ
っ
た
と
す
る
秘
本
新
八

郎
氏
の
脈
諭
に
‘
つ
い
て
検
討
逵
加
え
、
雨
氏
か
古
代
澱
族
肺
向
か
ら
中
世

封
建
肺
令
へ
の
推
聴
の
メ
ル
ク
↓
、
－
ル
と
し
て
何
を
提
示
せ
ら
れ
て
い
る

か
な
明
に
し
，
現
在
迄
の
永
久
の
乱
に
開
す
る
疵
諦
的
研
究
の
成
果
が
采

ｔ

し
て
そ
の
何
れ
を
走
持
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
述
し
た
○
結
論

と
し
て
は
雨
氏
の
灰
説
共
に
ま
だ
Ｊ
、
多
く
の
縮
細
な
鉦
識
的
研
究
の
裏

づ
け
か
必
嬰
で
あ
一
つ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ｎ
分
と
し
て
け
鎌
倉
政

椛
の
も
つ
封
建
的
性
絡
の
未
成
熟
さ
の
逼
及
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思

う
○
・
（
結
諭
は
時
間
の
關
係
で
竹
略
し
た
）
‐
ゞ
．

b
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東
洋
史
部
會
ゞ

白
居
易
の
佛
職
信
仰
に
つ
い
て

●

提
尼
正
信

ノ

蹄
庶
時
代
に
至
っ
て
佛
撤
は
飛
蹄
的
に
識
展
し
、
詩
宗
の
凋
立
大
成
を

見
た
が
諺
か
Ｌ
ろ
雍
や
か
た
府
代
佛
教
が
一
般
在
俗
者
の
問
に
如
何
に
理

ｆ
ケ
ロ
夕
・

解
さ
抑
儒
仰
さ
九
．
て
行
っ
た
か
と
ｒ
か
郡
は
、
一
従
来
の
佛
教
史
家
か
ら
あ

ま
↓
り
顧
み
ら
れ
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
Ｏ
然
し
在
儒
者
の
佛
教
信
仰
形

他

態
琵
把
捉
す
る
こ
と
は
、
佛
敢
の
肚
命
的
礎
慢
を
券
察
す
る
上
に
銭
く
ぺ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
坐
る
掘
鮎
か
ら
、
店
代
に
於
け
る
在
俗
者

の
佛
激
信
仰
形
態
を
把
梶
す
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
白
居
易
の
そ

れ
を
と
り
あ
げ
た
わ
け
で
あ
る
ｏ
彼
の
佛
教
思
想
に
つ
竺
」
は
も
市
村
博

余
が
「
庶
代
竺
二
激
と
白
樂
天
の
思
想
」
に
於
て
弓
樂
天
の
思
想
は
僻
敏

か
ら
川
礎
し
諺
滋
教
に
立
寄
り
、
雑
に
佛
教
の
強
奥
に
到
逵
し
た
」
と
論

ぜ
ら
れ
た
が
、
輝
北
の
引
用
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
居
易
の
掘
佛
散
的
な

思
想
と
耐
的
た
面
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
は
殆
ん
ご
燗
れ
て
居
ら
れ
た

い
。
然
し
彼
の
佛
激
生
活
の
中
に
は
遥
諏
と
共
に
彌
陀
・
彌
勒
・
誰
碓
の

信
仰
や
禅
に
封
す
る
朋
心
走
雰
複
雑
な
獅
素
が
兄
出
さ
聾
む
し
ろ
こ
の

方
面
に
彼
の
旦
醗
的
た
生
き
た
信
仰
形
態
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

即
闘
に
於
け
る
所
謂
典
僻
問
題
の

解
決
に
つ
い
て

４
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｈ
ｇ
■
■
Ⅱ
■
■

ノ

〉

錐

I

報

クザ●

1ﾉ1.

束

陵
夫

天
主
歌
の
巾
閏
布
敦
史
上
の
大
問
題
で
あ
っ
た
所
訓
典
轆
問
題
が
、
一

七
囚
二
年
の
ロ
ー
↓
、
教
打
茜
向
勅
に
よ
り
、
論
議
を
黙
止
さ
れ
た
の
に
拘

ら
ず
一
、
一
八
四
二
年
南
京
峰
約
締
詰
後
は
、
こ
の
回
勅
が
効
力
を
有
し
な

い
か
の
如
く
に
、
布
敬
か
再
開
さ
れ
て
い
る
Ｏ
こ
の
問
題
の
解
決
は
℃
一

九
三
九
年
十
二
月
八
日
を
以
て
は
じ
め
一
」
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
Ｏ
然
ら
ば

如
何
た
る
峠
態
が
、
ｐ
ｉ
マ
な
し
て
こ
れ
が
解
決
を
冗
言
進
し
め
る
に
至

つ
・
た
か
を
明
か
に
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
即
ち
浦
末
よ
り
中
華

民
國
時
代
に
か
け
て
噌
中
図
に
於
け
る
思
想
上
の
諸
怖
勢
の
誕
化
な
の

。
へ
．
、
以
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
布
教
地
の
文
化
に
對
す
る
態
度
浄
一
明
か
に

し
た
い
。
（
と
の
發
表
に
手
季
筵
加
一
》
へ
た
も
の
を
、
隈
略
史
學
研
究
合
の
、

「
史
學
研
究
」
に
符
稲
し
た
○
．
詳
細
は
後
日
、
｝
て
れ
を
参
照
せ
ら
九
・
た

い
）

新
暦
鍔
の
輔
事
に
つ
い
て

‐
殊
に
租
稻
三
餅
に
つ
い
て

河
原
由
郎

ｐ

新
庶
乖
叩
記
載
の
不
伽
は
い
る
ｊ
、
と
諭
誇
さ
れ
て
い
る
か
こ
の
論
證
は

主
た
し
て
新
府
斡
氾
郡
は
訴
庶
害
と
比
し
て
事
か
》
翻
し
、
迭
塞
多
し
と
し

て
い
る
場
合
が
多
い
。
和
の
場
合
も
然
り
で
あ
る
。
新
庶
審
に
「
几
授
田
者

丁
歳
輪
粟
二
餅
稻
三
餅
」
を
あ
り
稻
三
石
の
埼
氷
即
ち
遥
郭
が
あ
る
と
さ

る
然
し
こ
の
増
耶
に
肌
し
從
來
の
考
證
に
よ
る
丞
暫
ら
く
や
め
稻
三
剛
の

宏
髄
を
考
誘
す
る
要
た
き
で
結
論
と
し
て
は
稻
産
地
は
、
折
納
の
原
則
に

よ
り
、
稻
三
石
を
粟
二
餅
の
代
納
と
し
て
納
め
和
と
し
た
と
の
考
一
》
へ
方
も

０
一
一
一
一

巳
止

口
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又
成
立
は
し
な
い
か
。

．
八
三
八
年
か
ら
↓
↓
へ
Ⅶ
八
年
の
十
年
間
、
英
國
の
祁
含
事
件
で
贋

汎
た
る
ス
ペ
ー
ス
を
占
有
し
た
所
の
チ
・
マ
ー
チ
ス
ト
浬
動
は
、
直
接
目
的

東
周
職
梁
．
、
砿
談

を
政
府
改
革
に
お
き
、
そ
の
究
極
の
目
的
を
祉
竹
改
逵
に
お
い
た
所
の
浬

商
村
孝
治
動
笹
あ
る
。
」
然
し
論
者
に
よ
っ
て
誕
動
の
猛
的
性
桁
に
封
し
て
見
解
の
和

束
間
時
代
に
お
い
て
艇
臓
的
な
古
樂
と
諺
媒
染
的
な
洲
子
か
癖
ぴ
た
新
連
が
あ
る
。
大
別
・
し
て
政
治
的
狸
素
を
重
ん
じ
る
者
亀
、
毒
．
四
○
“
、
○
口

桑
と
が
對
立
し
て
を
た
こ
と
は
明
ら
か
な
事
從
で
あ
り
、
玄
た
古
樂
の
み
胃
．
弓
①
叩
ｃ
と
趾
含
改
造
、
經
涛
階
級
闘
砺
と
み
る
者
（
旨
・
里
Ｃ
看
⑦
二
吋
．
旬
．
、

ｊ

が
政
治
的
方
而
は
勿
論
肺
角
的
迩
徳
的
に
永
大
た
効
果
湯
』
も
た
ら
す
も
の
両
Ｃ
ｍ
ｇ
三
画
ｇ
旨
．
駒
①
①
Ｈ
〕
。
ｐ
国
．
○
巳
⑦
》
目
彦
．
”
○
昏
昇
①
旨
）
と
か
あ

な
り
と
す
る
柵
畢
者
の
見
解
が
、
詰
励
肱
樂
の
形
式
に
把
わ
か
す
ぎ
た
論
る
。
且
亦
、
コ
ー
ル
の
様
に
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
通
勤
は
、
復
古
的
農
民
的
迩

で
あ
り
や
因
襲
的
形
式
的
た
復
古
思
想
の
黙
藩
な
現
わ
れ
で
あ
り
、
却
つ

動
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
者
か
あ
る
○
と
の
雛
「
チ
ャ
ー
チ

て
形
式
に
於
て
も
、
．
技
巧
に
於
一
」
・
も
需
楽
的
亜
素
力
〕
多
分
に
含
ん
で
、
人
・
ズ
ム
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
明
か
に
す
る
必
要
か
あ
る
と
思
う
Ｏ

の
楠
に
辿
り
．
し
か
も
稗
逓
的
な
時
色
を
も
ご
」
民
衆
心
生
活
に
懲
巽
と

チ
ャ
ー
チ
ス
ト
通
勤
の
組
織
さ
れ
た
主
要
圃
髄
は
Ｌ
・
Ｗ
・
Ｍ
。
Ａ

休
息
段
を
照
え
た
新
樂
か
古
樂
祇
持
者
の
反
駁
に
も
拘
ら
ず
途
に
王
侯
、
（
ロ
ン
ド
ン
努
伽
者
慨
向
し
Ｂ
ｏ
Ｐ
。
Ｌ
・
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
政
治
同

・
餐
族
の
關
心
を
も
率
う
に
至
叱
雨
者
の
封
立
は
恐
速
に
新
樂
の
催
勢
に

盟
）
と
一
か
あ
る
疋
前
者
の
「
日
和
見
的
性
絡
」
と
後
者
の
「
中
産
階
級

歸
し
て
い
っ
た
と
と
た
玄
泳
認
め
、
じ
九
・
る
。
か
く
の
如
き
事
情
は
吾
人
の
．
的
性
絡
」
か
ら
し
て
通
勤
の
ぱ
の
代
表
者
た
り
得
な
か
っ
た
Ｏ
迄
か
前
者

研
究
に
お
い
て
唯
一
帝
樂
史
的
な
興
味
を
ｋ
罫
ば
か
り
で
な
く
、
樂
た
る
も

が
人
民
憲
章
ト
ー
ｌ
岳
①
の
９
回
目
＆
昌
昏
①
ｇ
ｏ
く
①
日
①
ロ
と
し
て
の
、
後

の
が
種
為
の
慨
シ
》
結
び
つ
い
て
生
活
の
各
方
面
に
深
い
閥
僻
を
持
つ
も
の

者
が
剛
民
謡
駅
１
‐
甘
骨
匡
冒
の
ご
回
国
岳
の
３
具
胃
の
と
し
て
の
ｌ

で
あ
る
こ
、
と
か
ら
、
鱗
時
の
政
治
及
び
斌
街
の
怖
勢
の
推
移
、
ま
た
は
人
か
星
酔
出
し
た
所
に
諺
二
つ
の
剛
磯
の
歴
史
的
貢
献
性
が
み
と
め
ら
れ

、

心
の
動
向
か
端
的
に
覗
わ
し
め
る
が
佃
の
養
料
で
あ
り
、
疵
含
史
的
考
察
る
。
従
っ
て
一
八
三
八
年
以
降
の
静
伽
階
級
め
急
速
た
る
階
級
結
束
峰

の
面
か
巴
も
亜
要
耐
さ
れ
る
琴
へ
き
で
あ
る
Ｏ

〃
．
《
勿
論
時
の
純
沸
恐
朧
の
影
騨
も
あ
る
が
、
当
つ
ば
思
想
面
か
ら
考
え
一
」
、
・

西
洋
史
部
禽

チ
ャ
ー
タ
ー
と
飼
民
諦
願
の
議
含
提
出
の
結
果
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
う
Ｏ

チ
ヤ
ー
チ
ス
ト
運
動
の
意
義
と
一
八
三
八
年

の
人
民
憲
章
成
立
に
就
い
て
リ
ン
ヵ
ン
と
奴
隷
解
放
宣
言
の

塊
市
三
森
諭
三
・
〆

し

１
１

。
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こ
Ｌ
に
述
畢
へ
る
率
は
、
一
八
六
一
年
四
何
十
二
日
の
南
北
職
采
開
始
後

二
年
瓜
ケ
月
餘
を
經
た
ず
全
〈
二
年
九
月
二
十
二
日
に
始
め
一
」
奴
隷
解
放

．
流
言
が
發
せ
ら
れ
た
準
の
趣
き
を
黄
め
て
、
奴
隷
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ

ず
迩
邦
統
一
を
職
采
目
的
に
掲
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
単
に
奴
隷
制
擴
弧
に
反

封
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
リ
ン
カ
ン
に
は
事
態
の
十
分
た
洞
察
に
錐
け
て

、

い
た
と
さ
れ
る
菊
池
謙
一
氏
に
鋤
し
て
、
成
程
奴
隷
の
無
侭
即
時
解
放
は

，
、

奴
隷
制
に
大
打
撃
を
與
え
職
嚇
終
結
を
促
推
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
然
し

０
術
時
果
し
て
か
異
る
鍛
境
に
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
左
の
如
き
三
一
万

疑
問
蛇
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
錐
一
に
暗
に
奴
隷
財
産
を
認
め
る
憲
法

に
對
す
る
困
難
。
雄
二
に
北
部
の
皿
論
は
急
進
的
ア
ポ
リ
シ
ョ
ン
と
奴
隷

・
制
不
擴
張
論
と
の
い
づ
か
に
傾
い
て
い
左
か
。
第
三
に
輝
涛
的
緊
迫
感
に

於
い
て
北
部
は
パ
ッ
シ
ヴ
で
あ
り
即
時
解
放
へ
・
の
職
線
統
一
は
未
成
熟
で

・
は
な
か
っ
た
か
Ｏ
最
後
に
リ
ン
カ
ン
の
柿
俄
附
解
放
へ
の
平
和
的
努
力
は

ノ

，
高
く
評
佃
さ
れ
て
ｖ
い
の
で
は
な
い
か
。

ド
ー
ソ
ン
と
ト
イ
ン
ピ
ー
。
・

渡
遥
虞
治

丑
亡〆
ｊ

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
乃
至
キ
リ
ス
ト
激
の
歴
史
籾
《
か
ギ
リ
シ
ヤ
思
想
、
印
度
思

鴎
な
ど
の
雁
史
糎
と
異
た
り
刺
迭
的
作
川
を
以
て
現
焚
に
伽
き
か
け
る
の

噂
あ
る
が
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
的
た
歴
史
籾
に
し
て
も
色
ゑ
た
祁
異
が
見

ｊ

ら
か
る
○
そ
の
よ
う
な
淵
異
を
弛
究
す
る
た
め
、
ド
ー
ソ
ン
、
ト
ィ
ン
ビ

．
｛
、
ト
レ
ー
ル
チ
．
１
、
ニ
ー
パ
ー
、
ペ
ル
ヂ
ヤ
エ
フ
た
ど
の
雁
史
狐
を
究

明
す
る
錐
一
形
と
し
て
、
先
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
的
歴
史
家
、
文
明
批
評
家
ド

ー
ソ
ン
莊
促
え
る
。
ド
ー
ソ
ン
の
立
場
些
一
弓
の
角
匪
か
ら
概
括
し
う

錐
報
‐

、

I

る
○
錐
一
は
「
祁
為
の
昨
代
」
「
進
歩
一
と
宗
教
」
た
》
ど
の
初
期
の
作
品
に

窺
え
る
も
の
で
宗
教
的
角
度
か
ら
の
世
界
文
化
史
、
歴
史
稲
の
歴
史
、
考

古
學
的
立
場
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
前
史
の
研
究
四
立
場
で
ト
ィ
ン
ビ
ー
と

共
通
な
色
彩
一
か
鵬
い
」
・
雄
二
は
ヨ
ー
ロ
”
パ
の
形
成
」
「
中
世
紀
の

キ
リ
ス
ト
教
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
中
世
史
家
と
し
て
の
立
場
で
研
究
對
象

の
鮎
か
ら
鋪
一
の
立
場
に
連
続
し
、
「
新
し
き
中
世
」
の
把
推
の
根
推
と

た
っ
て
い
る
。
錐
三
は
「
近
代
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
「
宗
教
と
近
代
閣
家
」

「
政
狛
の
彼
方
に
」
た
争
趨
●
た
見
ら
れ
る
現
代
史
の
諸
側
題
か
一
探
究
す
る
立

場
で
、
裁
逼
は
文
明
批
評
家
の
色
彩
が
吸
い
。

ド
ー
ソ
ン
の
業
紙
は
以
上
の
三
方
而
に
分
析
し
う
る
が
三
者
は
綜
合
的

に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
備
仰
で
認
め
ら
れ
て
い
る
Ｏ
彼
の
思
想
は
歴
史
主
義
ロ

問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
か
で
は
充
分
で
は
た
い
・

ビ
ス
マ
ル
ク
の
「
豪
華
報
告
」
に
つ
い
て
．
、
ｌ

、

田
中
友
次
郎

一
△
登
〈
年
三
″
三
十
日
ク
リ
ミ
ヤ
戦
役
の
局
を
紡
ぷ
パ
リ
會
談
が
柊

リ
、
こ
の
命
醗
に
プ
ロ
シ
・
ャ
全
椎
大
使
と
し
て
出
恥
し
た
首
相
兼
外
相
マ

ン
ト
イ
フ
ェ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
蹄
邇
の
途
川
月
二
十
及
二
十
一
の
両
日
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
滞
在
し
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
樹
時
ド
イ
ツ
迦
邦
議
會
の

所
在
地
た
る
こ
の
市
に
ブ
ロ
シ
ャ
使
節
の
任
に
あ
た
っ
た
が
、
之
・
か
ら
五
‐
９

日
の
後
即
ち
瓜
月
二
十
六
日
ベ
ル
リ
ン
の
》
、
ン
ト
ィ
フ
ェ
ル
宛
、
私
信
の

形
を
以
て
改
め
て
欧
洲
の
政
治
播
勢
に
閥
す
る
詳
細
を
極
め
た
群
術
を
認

め
て
い
る
ｏ
こ
の
神
前
が
「
豪
誰
報
告
」
ａ
貝
博
四
９
号
①
風
呂
ｃ
の
名

一
一
一
一
一
一

､



、

Ｉ

～

Ｉ
。

実
部
含
と
カ
ィ
ヱ
ル
に
つ
い
て

首
藤
助
四
郎

の

エ
ぷ
１
．
平
ｆ
季
而
ウ

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
祓
接
の
發
端
を
た
し
た
三
身
分
會
議
（
陣
具
の

魚
鼠
３
戸
。
の
選
班
か
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
か
た
か
（
選
恥
隠
睡
選
班

養
絡
、
選
恥
魍
制
）
そ
の
選
班
を
通
じ
一
」
カ
ィ
ェ
８
回
三
の
厨
）
が
、
ご

心
よ
う
な
手
順
、
雰
困
鉱
の
下
で
、
ど
の
よ
う
た
人
堂
に
よ
っ
て
起
草
さ

説
て
い
っ
た
・
か
を
明
か
に
す
る
と
共
に
‐
そ
れ
ら
と
革
命
の
關
係
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
○
特
に
注
意
す
ぺ
き
は
、
こ
の
遜
聡
筵
通
じ

一
」
見
ら
れ
た
ペ
イ
ィ
・
デ
グ
ー
（
弔
亀
仰
角
①
冨
厨
）
．
の
動
向
で
あ
る
。
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
州
で
は
州
脅
に
お
い
一
」
代
議
士
を
選
畢
・
へ
き
で
あ
る
と
の
併
望

焚
報

で
知
勝
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
薪
の
示
す
如
く
形
式
に
於
一
」
も
内
奔
に
一

於
て
も
恐
ら
や
は
、
澱
両
迩
に
上
る
ビ
ス
マ
ル
ク
非
術
中
錐
一
等
蓮
占
む

る
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
之
は
ビ
ス
マ
ル
ク
釜
築
や
ポ
ー
シ
ン
ガ
・
－
細

「
ピ
ス
マ
ル
ク
の
外
交
荊
備
」
更
に
コ
ー
ル
の
「
ビ
ス
マ
ル
ク
年
鑑
‐
一
な
〃

苫
に
見
え
一
・
」
居
り
．
和
課
に
し
て
も
一
茂
語
以
上
に
上
る
畏
丈
の
も
の
で

、
あ
る
○

彼
は
こ
の
中
で
、
透
徹
韮
ろ
政
漁
眼
と
宏
壯
雄
大
た
る
筆
致
と
を
以
て

ク
リ
ミ
ャ
職
役
祇
筏
の
脈
洲
怖
勢
灌
分
析
す
る
と
共
に
術
時
の
プ
ロ
シ
ャ

の
國
際
的
地
位
に
開
す
る
論
評
を
行
つ
｝
，
い
み
。
叩
で
も
將
來
の
ド
イ
ツ

史
と
脈
洲
の
國
隙
鯏
係
と
に
照
し
蝦
も
注
目
す
今
へ
き
は
、
次
哩
一
鮎
即
ち

杵
域
職
役
の
不
可
雛
性
に
開
す
る
明
確
た
る
断
定
と
縣
佛
岡
盟
成
立
の
自

然
性
催
諏
大
性
と
″
に
閥
す
る
示
唆
多
髪
論
謹
と
で
あ
｝
：

~

I

ｐ
‐
１
記
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■侶

・
慨
族
竺
一
身
分
と
、
王
の
出
し
た
選
躯
規
則
に
従
う
ぺ
き
で
あ
る
と

の
第
三
身
分
と
の
問
に
激
し
い
抗
蛎
が
生
じ
た
○
ド
ー
フ
ィ
ネ
州
御
は
、

三
身
分
脅
瀧
に
お
い
て
三
身
分
合
何
、
頭
數
制
に
よ
る
決
議
か
た
さ
れ
る
．

ま
で
は
代
議
士
は
ｒ
ん
た
決
議
に
も
参
加
し
て
は
な
ら
ぬ
と
桁
令
し
た
○

Ｊ

と
Ｌ
に
は
既
に
一
七
八
九
年
五
月
に
大
き
な
紛
砺
と
な
っ
た
問
題
が
問
越

と
さ
れ
た
。
莱
命
は
三
身
分
命
議
の
選
班
と
共
に
始
っ
た
と
締
論
す
る
所

以
で
あ
る
Ｏ

史
學
懇
話
倉

○
節
二
十
玉
川
〔
六
月
二
十
七
日
）

今
回
は
新
し
く
岱
大
學
教
韮
部
の
西
洋
史
學
に
鳥
取
大
畢
よ
り
服
部
哲

郎
氏
、
地
理
単
に
名
古
屋
大
學
よ
り
三
上
正
利
氏
の
二
先
生
を
迎
え
た
吟

で
南
先
生
の
職
抑
會
を
行
っ
た
。
自
己
紹
介
の
後
雨
先
生
を
中
心
に
撤
談

に
時
を
過
し
た
。
旧
席
者
二
十
七
名
。

西
洋
史
畢
科
の
動
向

○
西
洋
史
研
究
命
五
月
二
十
謹
日
（
木
）
杢
昆
昭
忠

（
題
目
）
ボ
ー
’
一
ン
グ
ー
「
若
き
チ
ャ
、
’
ル
ズ
。
Ａ
・
ピ
、
‐
ア
ド
の
政
治
．

折
學
」
に
就
い
｝
」

（
出
典
）
目
胃
面
ｏ
言
旨
昌
弔
冨
さ
８
℃
彦
昌
旦
禺
○
口
ロ
晩
○
冨
己
①
的
声
．

・
国
の
凹
己
・
ず
］
国
関
口
胃
ｇ
ｏ
ｏ
国
日
昌
ご
岨
〔
弓
｝
馬
シ
ヨ
⑦
星
の
四
口

甸
旦
昌
口
里
の
具
の
画
８
罰
の
ぐ
ぢ
言
》
く
巳
．
〆
巨
目
》
ロ
の
。
．
お
ち
》

ｚ
Ｐ
９

／

‘
一

二二

両

'

Ｉ

』



一

ノ

標
越
に
云
う
《
ぐ
呂
冒
蝿
今
と
は
．
ビ
ー
ア
ド
か
當
時
④
史
挙
齊
に
ｆ
六

波
淵
産
起
さ
せ
た
問
題
の
箸
「
合
衆
幽
憲
法
の
經
濟
的
解
粋
」
（
シ
ロ

ゥ
ダ
９

両
○
○
口
ろ
員
昌
⑫
胃
ロ
５
８
尾
２
回
霞
。
冒
昌
‐
計
画
⑱
。
。
。
磐
濤
匡
庁
さ
国
具
庁
画
の

Ｊ

ご
昼
胃
ロ
聾
異
の
巴
が
出
版
さ
か
た
一
九
二
一
年
ま
で
を
指
し
、
衝
時
彼

は
三
十
九
才
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
著
者
は
二
十
一
才
（
一
八
九
五
年
）
以

降
十
七
年
間
の
ビ
ー
ア
ド
の
生
活
髄
験
．
そ
の
磯
境
、
典
え
ら
れ
た
思
想

的
心
理
的
影
奪
を
年
代
順
に
述
今
へ
、
且
う
彼
の
「
政
狛
哲
學
」
を
解
脱
し

肢
後
に
「
マ
ル
ク
ズ
的
思
惟
」
の
問
題
に
鯛
か
て
い
る
。
即
ち
、
デ
・
ボ

ー
大
學
に
入
梁
し
た
侭
時
、
極
め
て
進
歩
的
と
い
わ
れ
一
色
駒
言
い
昌
関

に
魅
せ
ら
れ
諺
革
新
主
義
の
挫
頭
に
弧
い
刺
戟
を
受
け
た
こ
と
や
、
堂
た

滞
英
中
オ
ッ
ク
ズ
フ
剛
ド
に
學
ん
で
・
労
伽
問
超
を
研
究
し
た
』
」
と
た
ど

が
共
髄
的
に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
更
に
ま
だ
歴
史
を
生
長
伸
展
と
衰
進

收
縮
の
雨
因
を
含
む
絶
亭
へ
間
な
い
愛
化
の
一
過
程
迄
み
た
二
十
七
オ
の
著

寸
〃
、

作
冒
旨
、
耳
目
”
①
ぐ
巳
昇
さ
屑
ｌ
も
臼
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
我
ド
グ
マ
は

容
腿
し
た
い
が
、
マ
ル
ク
ス
的
歴
史
籾
（
唯
物
史
籾
）
は
騒
ぐ
こ
れ
を
支

持
し
た
背
年
ビ
ー
ア
ド
蓮
考
祭
せ
る
こ
の
論
文
は
、
雀
だ
興
味
ぷ
か
い
。

ｅ
西
洋
史
研
究
街
六
月
十
五
日
（
木
）
宮
野
啓
二

（
題
目
）
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
「
政
治
的
典
飾
に
お
け
る
ル
ソ
ー
の
影
響
」

（
出
典
）
自
房
目
貝
冒
ｇ
ｏ
の
負
宛
○
戸
、
の
忠
巨
○
画
飼
巳
霞
。
堅
○
筥
昌
○
口
》

ｇ
ｐ
ｍ
ぐ
昼
弓
言
四
日
印
Ｂ
侭
冒
画
鴎
の
９
塁
。
己
”
の
墓
③
言
ゞ

一
Ｃ
い
）

ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
瞥
見
す
れ
ば
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
三
つ
の
輿
論

の
潮
流
が
あ
っ
た
。
第
一
の
流
れ
ば
国
○
巳
画
冒
急
言
の
別
の
著
作
に
表
わ

灸
報

＃

〆

Ｆ
ａ
■
■

詞
。
涯
協
患
巨
の
思
想
で
あ
る
Ｕ
ル
ソ
ｉ
は
所
削
さ
三
一
８
８
冨
叩
ご
と
連
》

て
、
サ
ロ
ン
生
活
や
プ
チ
‐
・
プ
ル
に
封
し
て
性
絡
蜘
な
反
嬢
心
と
も
ち
、

、
一
賀
し
て
「
民
衆
の
人
」
と
し
て
生
き
糠
け
た
人
で
あ
る
Ｕ
こ
の
鮎

呂
き
い
８
冨
皿
の
代
表
者
停
包
く
旦
国
一
『
①
と
對
州
畑
辿
む
り
且
つ
巫
爬

敵
肌
し
あ
っ
た
原
凶
で
も
あ
っ
た
。
こ
上
で
【
）
画
く
冨
火
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

前
後
に
番
か
れ
た
無
数
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
側
詮
し
乍
ら
ル
ソ
ー
の
影
響
龍

宅
も
〆

辿
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
Ｏ
ル
ソ
ー
の
著
作
中
妓
も
よ
く
敏
ま
か
且
つ
感
鋪

左
與
え
た
も
の
は
「
民
約
論
」
で
は
な
く
「
新
エ
ロ
ィ
ー
．
ズ
」
や
「
エ
ミ

ー
ル
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
氏
の
「
ル
ソ
ー
は
雑
い
も
《
な
く
デ

モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
忠
和
協
全
般
陶
な
醗
酵
に
多
水
心
文
献
こ
な
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
強
烈
で
破
壊
胸
で
は
あ
っ
た
が
、
・
現
狂
い
政
抽
制
鹿
峰
對

す
る
批
剣
と
云
う
よ
り
は
む
し
ろ
淡
然
と
し
た
人
辿
主
義
的
影
響
で
あ
っ

た
」
と
云
う
ル
ソ
ー
の
一
般
的
影
響
里
韮
姻
に
も
窺
っ
こ
と
が
出
来
よ

う
。
か
く
し
一
』
氏
は
ア
メ
リ
カ
革
命
及
愁
法
に
つ
い
て
の
ル
ソ
ー
の
影
響

を
検
紬
し
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
ル
ソ
ー
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど

大
で
は
た
い
と
述
・
へ
て
い
る
。
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
雪
竺
』
、
笈
に

小
う
る
さ
い
程
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渉
狸
し
、
絲
論
と
し
て
、
革
命

の
姉
二
段
階
に
お
け
る
ル
ソ
ー
の
彫
響
を
弧
洲
し
う
て
れ
の
理
諏
永
か
ル

ソ
ー
で
あ
り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
か
詞
３
の
切
凰
の
局
①
轌
あ
る
」
と
辿
・
へ
て
‐

Ｉ
い
る
○

１
．
一
二
五

れ
て
い
る
君
主
政
治
に
對
す
る
封
建
的
厘
抗
で
あ
る
。
鏥
二

ご
ロ
ｇ
皿
の
彼
爬
對
す
る
反
對
誠
で
、
君
王
制
起
妓
上
の
銃

〃

て
擁
談
し
た
も
妙
で
あ
る
。
第
二
万
流
れ
か
こ
』
に
韮
．
、
へ
ら

は
シ
ロ
ロ
恥

掴
方
法
と
し
民

れ
て
い
る

、
、

】



』

、

可

、ー
、

第
八
回
例
會
（
昭
和
汁
五
年
七
月
汁
二
日
）

「
宋
雲
・
恋
生
の
西
方
求
法
の
年
代
に
つ
い
て
」

船
木
勝
馬
髭

北
魏
の
東
西
交
通
の
根
本
問
題
と
し
て
の
宋
雲
・
悪
生
の
西
方
求
法
の

年
代
を
極
言
の
方
面
か
ら
考
誰
し
て
、
祁
弛
元
年
出
發
・
正
光
二
年
蹄
通

説
を
砿
ら
る
（
「
西
日
本
史
學
」
策
餌
銃
掲
載
憩
定
）
・

考
古
學
上
よ
り
兄
た
る
漢
代
人
の
生
活

Ｉ
そ
の
復
原
方
法
の
問
題
ｌ

＼
・

岡
崎
敬

β

味
（
！
）
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
○

！
東
洋
史
跡
究
會

第
七
回
例
酋
（
昭
和
廿
五
年
六
月
汁
汎
日
）

、

「
考
古
単
上
よ
り
見
た
る
漠
代
人
の
生
活
」
岡
崎
敬
氏

日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
ア
ジ
ァ
大
陸
の
考
古
筆
研
究
の
第
一
次
の
仕
事

で
あ
る
調
蚕
發
掘
が
不
可
能
に
な
っ
た
今
日
も
今
迄
数
十
年
間
の
先
人
の

調
査
發
捌
の
成
果
を
縦
機
に
躯
使
し
て
℃
種
々
の
丈
献
と
比
較
對
禰
し
な

が
ら
醤
時
の
人
側
の
生
活
を
描
き
出
さ
ん
と
す
る
氏
の
研
究
の
一
端
と
し

て
、
先
づ
漢
代
の
か
ま
ど
に
つ
堕
し
研
究
成
果
と
發
表
さ
れ
た
。
（
要
旨

は
別
項
）
・
砥

．
梨
報

氏
の
方
法
は
煉
雑
な
位
様
々
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
引
川
し
て
愛
に
武
睡

的
科
學
的
（
？
）
で
は
あ
る
が
、
論
旨
が
や
上
不
明
瞭
で
、
と
も
す
れ
ば

氏
の
見
解
を
見
失
い
勝
ち
に
な
る
こ
と
は
、
氏
の
弱
鮎
で
あ
る
と
共
に
弧

I

一
一
一
一
〈
、

考
古
學
の
と
り
あ
つ
か
う
對
象
が
迩
物
迩
賦
と
い
ふ
人
間
生
沽
の
諸
既

面
で
あ
り
、
こ
と
に
日
附
生
活
に
密
接
な
素
材
が
多
琶
を
し
め
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
亜
考
古
準
に
お
け
る
日
本
畢

界
の
業
談
の
中
で
南
滿
洲
及
び
朝
鮮
の
漢
墓
の
發
掘
は
も
つ
と
も
は
な
ば

な
し
い
も
の
Ｌ
一
つ
で
あ
る
巧
．
漢
代
は
す
で
に
文
献
の
あ
る
程
度
整
術

せ
ら
れ
た
時
代
で
塗
り
、
／
こ
れ
ら
の
遼
城
迩
物
を
歴
史
上
よ
り
理
解
す
る

の
か
な
、
ゆ
ず
、
考
古
學
的
操
作
の
後
に
文
献
を
よ
み
と
っ
て
い
か
ね
ぽ
な

ら
ぬ
。
ご
Ｌ
で
は
明
器
と
し
て
盛
ん
に
出
土
す
る
「
兀
寵
」
と
と
り
あ
げ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
副
葬
の
様
式
は
中
犀
に
於
い
て
行
は
れ
、
後

漢
祥
に
示
す
帝
陵
の
制
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
迩
物
か
、
□
み

る
と
、
｜
く
れ
ば
「
蹴
・
一
℃
「
釜
」
、
「
甑
」
の
三
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
．
る
・
寵
の

形
式
は
各
地
域
に
小
異
が
あ
る
か
こ
空
一
言
の
組
合
せ
は
基
本
的
な
も
の

で
あ
っ
て
、
穀
物
か
蒸
き
れ
る
た
め
の
も
の
に
外
た
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
は
史

記
、
洩
井
、
後
漢
替
に
は
「
釜
甑
」
と
し
て
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
℃
一
般

民
衆
の
間
に
あ
っ
て
は
少
く
も
秦
漢
哩
交
は
甑
は
土
製
品
（
土
器
）
で
あ

る
。
噛
代
の
明
器
瓦
寵
に
た
る
と
釜
甑
の
組
か
合
せ
が
や
漂
れ
て
鍋
の
類

が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
穀
類
を
む
す
形
式
よ
り
た
く
形
式
に
た

つ
た
こ
と
逓
示
す
も
の
で
あ
ら
う
Ｏ
こ
れ
ら
の
背
紫
に
は
主
要
炊
器
鋳
造

化
・
土
器
の
性
煙
の
限
定
と
浄
〕
老
応
す
る
必
要
か
あ
る
Ｕ
か
坐
る
考
古
學

的
養
料
を
生
活
の
歴
史
と
し
て
把
握
し
て
い
く
こ
と
‐
を
こ
の
際
改
め
て
考

え
て
見
た
い
。

〆

｜
〃

一
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新
刊
、

森
克
巳
教
授
は
や
先
に
國
立
書
院
よ
り
學
位
論
丈
「
日
宋
安
易
の
研

究
」
を
出
さ
れ
、
學
界
に
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
が
、
更
に
刀
江
書

院
よ
り
、
「
日
宋
丈
化
交
流
の
諸
問
題
」
を
列
行
さ
れ
た
。

竹
内
理
三
敏
授
は
「
寧
樂
迩
丈
」
に
綾
い
て
「
平
安
迩
丈
」
巻
一
、
二

を
刊
行
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
軒
究
に
新
分
野
を
開
い
て
篭
り
れ
る
が
、
田

〃

版
事
捕
に
よ
り
、
当
分
緬
刊
の
見
込
が
た
い
鰯
、
史
料
内
容
を
一
為
掲
示

し
た
「
平
安
迩
丈
目
錐
古
文
番
編
匡
を
出
さ
れ
た
か
．
畢
界
の
好
評
盆

得
て
、
た
ち
室
も
品
切
と
た
り
希
望
者
心
一
部
分
に
し
か
わ
た
ら
な
か
っ

た
。
更
に
縦
い
く
記
錬
編
遥
丈
學
緬
に
も
及
夢
豫
定
で
あ
る
が
、
本
丈

刊
行
の
一
日
も
早
く
炎
現
す
る
事
が
期
待
さ
九
七
お
り
、
こ
の
結
果
に
よ

り
畢
界
は
飛
雌
的
進
展
を
と
げ
る
で
あ
ら
う
。

翠
樂
遺
文
講
讃
へ
Ｅ

竹
内
教
授
御
指
導
の
下
に
昨
年
産
に
引
綴
竺
」
、
研
究
生
が
中
心
に
率

樂
迩
丈
の
研
究
を
絃
け
て
お
り
一
‐
阿
度
公
文
枝
丈
」
迄
総
っ
た
。

特
別
研
究
生

錐
二
期
生
と
し
て

「
近
世
九
州
地
方
林
制
火
」
三
木
俊
秋

節
一
期
生
と
し
て
。

「
律
令
批
街
の
愛
遜
」
鈴
木
銚
彦

の
二
君
逓
研
究
室
に
迎
え
た
。

梨
報

國
史
科
の
動
向

9

ノ

I集
會
幹
事

同同司 委
只
．
長

副
委
員
長

願
、

秤 綱
瞬
幹
事

ー～

Ⅲ召詞
nl 且

九
州
史
學
會
本
年
度
委
員
‐

岡同同同同同委同i司同常同同同同同委同同同同同同常
任 一 、 任
委 委

員 只 只 ・貝

’I

タ

1

一

一
二
七

廷
欝
‐
吉

電
松
．
俊
章

竹
内
、
理
三

鈴
木
俊

小
林
榮
三
郎

日
野
鮒
三
郎

、
桁
坦
元
吉

江
烏
壽
雄

服
祁
哲
郎

波
謹
正
熱

松
垣
裕

．
船
木
勝
馬

森
耐
三

宮
野
啓
二

山
下
・
孝
二

森
克
己

西
尼
陽
太
郎

今
來
陸
郎
．

三
上
正
利

安
藤
粘
一

三
木
俊
秋

半
沁
舐
義

鈴
木
鈍
彦

菊
池
英
夫

奈
孤
坤
史

杉
谷
昭

牧
久

L1

刃

『可




